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となる既存アプリにはどのようなものがあるのかに

ついて、唯一人の担当として「とにかく片っ端から調

べた」という。

（２）他都市にはない政策スキームを考える
　他都市の健康アプリを調べてみると、そのほとん

どは「一定のポイントを貯めると特典や割引券がも

らえる」といったように自分に返ってくる仕組みに

なっていることがわかったが、その仕組みでは、普

段から健康に気をつけている、散歩が好きなど、そ

もそも健康に対して興味・関心の高い人を中心に訴

求してしまい、新たな健康施策を提供する意味合い

が少なくなってしまう。「行政課題として働きかけた

かったのは健康無関心層」であり、「日頃、特に運動

もせず、仕事から帰ってビールを飲んで野球を見て

寝るだけ。その人たちがちょっとでも健康に関心を

持ってくれる仕掛けって何だろうね、という視点か

ら考えた」（土元担当課長）という。一般的に健康無

関心層が運動に関心を

持つインセンティブとし

て挙げられるのは金銭報

酬である。しかし、健康

無関心層が行動を変え

るには、月に数万円の報

酬が必要という研究デー

タがあったという。しか

し、健康無関心層に行動

を変えてもらうのに数万

円を支払う、というのは

（１）TEKTEKのはじまり
　「歩いて、ポイントを貯めて、子ども達を応援する

アプリ。」TEKTEKは、健康と優しさが循環する「健康

循環社会」の構築を目指し作られたウォーキングア

プリである。世の中にウォーキングアプリは数多く

く存在するが、行政が作り、そして長続きせずに姿を

消していったアプリも少なくない。なぜ、TEKTEKは

成功したのか。話は令和4（2022）年の2月に遡る。中・

高齢年齢層の日常の運動を促すためにウォーキング

等を健康ポイント化するシステム作りと、その成果

還元が、地域の子どもに反映されるような健康循環

社会の仕組みづくりに注力するため、健康福祉局内

に在籍していた土元担当課長（当時、課長補佐）は突

如としてこの事業を担うこととなった。4月に「健康

事業担当（課長級、係長級各1名）」が設置されるまで

の2カ月間は、他都市が実施している健康アプリには

どのようなものがあるのか、健康づくりやアプリに

関するWEB記事、さらには新たなサービスのベース

図１　かわさきTEKTEKのスキーム
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　令和5年10月に開始して以来、登録者は5万人を超え、一時はアップルストアのダウンロードランキ
ング（ヘルスケアフィットネス部門）で一般のアプリと並んで10位に入るほど行政アプリとして異例
のヒットを続け、第13回「健康寿命をのばそう！アワード」スポーツ庁長官優秀賞を受賞したかわさき
TEKTEK（以下、「TEKTEK」）は、どのような苦労を乗り越え誕生したのか。その裏側に迫る。
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現実的ではない。その角度をい

かに変えるかがTEKTEKの論点

となった（図1）。

　健康事業担当は他都市の取り

組みや既存アプリを徹底的に調

べ、様々な仕組みを考えていく

中で、「一度、市長の想いを聞か

せてもらい、そのうえで事業ス

キームや持続可能な仕組みを考

えよう」という狙いのもと、市

長、副市長や関係局長等との意

識合わせの場を設けた。この議

論の中で「歩いてポイントを貯

めること、子ども達を応援する

こと」が提案されたことで、事

態は一気に動き出す。「360度

に可能性が開かれていたものが、アプリを活用して

ポイントを貯めて、そのポイントを寄附することが

できる機能を持つアプリに絞ることが可能になり、

TEKTEKの仕組みのプロトタイプが組みあがった」と

いう。健康事業担当は自分たちのイメージに近いも

のがアプリで実現可能かどうか、PPPプラットフォー

ムなど市の仕組みも活用しながら約30社へヒアリン

グを行った。中には「アプリは作れないですが、この

取り組みを応援したいので、できることはあります

か」という連絡を受けることもあり、実際にこうした

機会をきっかけにコラボレーションやスポンサー協

力につながったケースも発生した（図2）。

 

（３）貯まったポイントは他者のために
　様々な角度から技術的な可能性を確認し、実際に

TEKTEKの設計に入る段階となった。この中で、どの

ようにポイントを付与するのかに健康事業担当は頭

を悩ませた。

　一般的なアプリでは8,000歩からポイントを付与

することが多いが、8,000歩という数字は「ちょっと

歩く」という感覚からはハードルが高く、参加する気

持ちが失われてしまう。一方で、ポイント数がその

ままお金の価値を持ってしまうとあまり大胆な配分

はできない。出来るだけ参加ハードルを低くし、運

動が苦手な方や高齢者でも無理なく参加してほしい

との思いで、何か科学的根拠を持ちながらポイント

を付与する方法は無いか検討した。

　その中で、東京都健康長寿医療センターの研究

データとして「2,000歩で寝たきり予防、5,000歩で

介護予防、8,000歩で生活習慣病予防」という科学的

エビデンスを発見し、これを基準としてポイントへ

の割振りをすることにした。2,000歩であれば自宅

からスーパーへの往復程度で達成でき、通勤の片道

程度でも達成できる。

　また、ポイントの還元率を10ポイント1円相当と

したことも2,000歩からのポイント付与を可能にし

た（表1）。

 

　検討の中では、ポイントにお金の価値をつけると

いう方法も選択肢としてあった。他都市の事例の中

には、貯めたポイントを自分のために使うこともで

き、また寄附することもできるという仕組みを持つ

図２　応援特典の一例（令和5年度実績）

ポイント付与項目 付与ポイント数
1日の歩数2,000歩〜4,999歩 5ポイント
1日の歩数5,000歩〜7,999歩 10ポイント
1日の歩数8,000歩以上 20ポイント
イベント イベントごとに設定

バーチャルウォーキングコース 1コース制覇につき
30ポイント〜

リアルウォーキングコース 1コース制覇につき
30ポイント〜

スタンプラリー 1拠点制覇ごとに1ポイント〜

アプリ紹介 1回20P
（ポイント付与は1日1回）

アンケート回答 アンケートごとに設定
新規登録ボーナス 100ポイント
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提供してもらってい
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表1　TEKTEKのポイントプログラム一覧
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ものもあった。ただし、そのような都市では、結果的

に寄附に使われたポイントは全体の3％に過ぎない

ことがわかった。「自分のために使える仕組みだと自

分のために使ってしまう。それでは地域の子ども達

に還元するという仕組みが成り立たない。ポイント

自体はお金の価値を持たず、寄附をしてから初めて

お金の価値を持つ仕組みにする、という設計にしよ

うと思った」（土元担当課長）というのが、貯めたポイ

ントを学校にしか寄附できない仕組みとした理由で

ある。データを調べ、科学的根拠や他都市の事例を

大量に調べ、考える。そうした1つ1つの積み上げで

少しずつTEKTEKの仕組みは形作られていった。

（４）重要だった「お金の流れ」
　さて、TEKTEKのお金の流れについてはどのように

考えられたのか。学校へ還元する原資として、当初

から個人の寄附や企業からの協賛金は想定していた

が、事業を運営する資金としてはそれだけで賄うの

は厳しい。一方で一般財源を活用すると「最初から

学校に予算を付ければいいじゃないか」との批判が

想定された。この課題に頭を悩ませている中で、競

馬競輪事業の収益金が上がっているというニュース

を目にした健康事業担当は、足りない分を競馬競輪

事業から補填するという方法を思いつく。早速、財

政局に相談し、妥当性を検討した結果、「これだ」と

いう思いに至ったという。地域に出向いて説明する

際も、保護者の方からは「学校に還元してもらえるの

はありがたいが、原資はどこから出ているのか」と聞

かれることが多いという。その際に、競馬競輪事業

の収益金から出ていることを説明すると、すぐに納

得してもらえるという。考えて、議論した結果とし

て辿り着いたスキームだからこそ安定した基盤がで

き、自信をもって説明できる。この仕組みは後から

考えるとTEKTEKを成功に導くための「大きなブレイ

クスルーの一つ」だったという（図4）。

（５）ターゲットを明確にする
　実はTEKTEKの想定ユーザーに関しては最初から

固まっていたわけではなかった。他都市では65歳

以上の高齢者が参加者の中心であることが多いが、

健康づくりの指標では若者・現役世代の運動が足り

ていないというデータがあったため、ここに働きか

ける必要があるのではないかという議論があった。

ターゲットを曖昧にすると目的や広報、働きかけが

ぼやけてしまう。こうした議論を通じ、若者・現役

世代（すなわち学齢期の子どもの保護者世代）をター

ゲットとすることを決断したという。スタートして

からの利用実態は、ユーザーの約7割が30～50代と

いうまさに狙い通りの状況で、他都市の健康アプリ

とは大きく異なる利用者像になっているという。同

時に、TEKTEKの強みは毎年新入生が入学することで

継続的に新規ユーザーが獲得できること。この循環

性がある仕組みは他都市のアプリにはないTEKTEK

ならではの強みである。「仕組みを考えながら並行し

てターゲットについて考えていった結果が、うまく

繋がってくれた」（土元担当課長）という。

（６）思い付きではない必然のSNS運用
　TEKTEKは市ホームページや市政だよりといった

既存ツールに加え、Xとインスタグラムという即時

性のあるSNSを活用しながら情報発信を行っている。

若者・現役世代をターゲットとするうえでは必然の

手段だった。しかしながら、開始前は「作ってから

休眠状態になるアカウントが多いが大丈夫か」との

指摘を受けたという。最初は意気揚々と開始しても

徐々に投稿する素材がなくなり、結果として休眠状

態になるアカウントが多いという。健康事業担当は、

ここでも実際の運用状況をシミュレーションし、持

続可能性を判断したという。学校が117校あり、協

賛企業が約50社ある。これだけで年間分は賄えるこ

とに加え、学校側からの投稿も「寄附金を使って学校

としてはこれがほしい」、「実際にこれをいただきま

した」という内容で2回分は投稿できる。毎日1回投

稿したとしても素材には事欠かないのではないか、

という計算が成り立つ。SNSを活用したのも、利用

ターゲットとマッチするからという理由だけでなく、図4　TEKTEKのお金の流れ
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歩くインセンティブや歩いた結果を形として「見え

る化」することができ、「自分たちの学校はいつ掲載

されるの？」と期待感や楽しみを醸成することがで

き、同時に寄附先の説明責任を果たすこともできる。

さらに、この取り組みを応援してくれる協賛企業が

いることも共有できる。実際に学校のPTAのインス

タグラムでTEKTEKを広める動画が掲載されるなど、

広がりを見せている。

（７）TEKTEK今後の展望
　予想外の反響は間違いない。もともとの目標値は

3年間で1万5千人（人口比で1％）という設定だった。

他都市で成功しているアプリは5～6年程度かけて人

口の3％というのが一般的だったからだ。ところが、

TEKTEKの利用者は開始から1か月で2万人、今では6

万人を超え、1年半を待たずに人口の4％をクリアし

てしまった。TEKTEKの今後の展望は検討中である

が、「TEKTEKの良いところは肩肘張らないでできる

ところ。物事はうまくいくと新たな仕組みを付加し

たくなる傾向にあるが、TEKTEKは一人一人のユー

ザーができる範囲でやればいいし、あれやってくれ、

これやってくれと言われない点が支持されていると

感じている。気軽に参加できることの良さを失わず、

ユーザーに負担をかけない仕組みを続けられたら」

（土元担当課長）との見解だ。

　アプリの検討時に事業者からは「いかに毎日アプ

リを開いてもらうか」という観点から幾度となく提案

を受けたという。あまりアプリを開かないユーザー

にはプッシュ通知で警告する仕組みも提案された。

しかし、それでは通知を送られてくることが鬱陶し

くなり、通知をオフにし、いずれアプリ自体を開かな

くなる。TEKTEKは1か月遡ってもポイントが付く仕

組みにしている。押しつけがましくなく、極力参加

者の負担を軽くする仕組みにすることにこだわった

つくり手側の想いが反映されている。

　今後のTEKTEKは政策としてはどのように展開さ

れていくのか。「政策評価」という視点で言えば、約1

万人から回答が寄せられたユーザーへのアンケート

で、アプリを始める前に日頃から意識的な運動を「あ

まりしていない」、「全くしていない」と回答した方の

6割に該当する約2千人が、「こまめに歩くことを意識

するようになった」「歩数が増えた」「運動の習慣化に

つながった」と回答している。この人数を登録者数

に換算すると、約9千人がTEKTEKをきっかけに運動

するようになったと推測されることから、健康無関

心層にも相応の効果が出ていると考えられる。

　一方で、この事業は必要性が無くなった時に止め

ることができるように、事業開始時に令和7年度に

事業を検証することを計画に盛り込んだ。「良い事業

だったとしても、事業を新しく始める時にはしかる

べき時期に一度立ち止まって検証をして、続けるの

か、バージョンアップするのか、やめるのかを判断で

きる仕組みを組み込んでおくことが大事だという。

その観点がないと市の仕事も増加の一途をたどって

しまうからだ。

（８）仕事をするうえで大切なこと
　TEKTEKを実現した原動力は何だったのか。土元

担当課長は、最初の設計段階で当時の上司から大量

のネガティブチェックを受けたことも大きかったと

振り返る。その上司からは「これまで数々の都市が

厳しい結果に追い込まれている中で、新たにお金を

かけて健康アプリを作るというのはどういうことか、

本当によく考えなさい」と言われ続けたことで、何度

も何度もロジックを考え直したという。その過程で、

考え、議論を尽くせば何らかの道が見えてくること

も発見した。モットーにしていたのは「とにかく議

論をする」ことだ。担当者はその事業について考え

る時間を一番持っている。しかし一人で考えていて

も必ず行き詰まる。複数人で多角的な視点を持ち寄

り、選択肢を検討することで道を切り開いていける。

「役所の仕事はいろんな仕事があるから面白いし、こ

の事業を進める中で、市民に温かい人は多いと感じ

ることが出来た。TEKTEKの事業にこれだけ共感し

て利用してもらえるのは、子ども達のために何かを

しようと思っている人がこれだけ多いということで、

日本はまだまだ捨てたものではないと感じている」

（土元担当課長）。

　仕事の原動力は人それぞれである。しかし、業務

自体の面白さや業務を通じて市民に喜んでもらえる

ことを原動力にできたら、これに

勝るものはないだろう。土元担当

課長のぶれない表情から、改めて

気づかされた。

土元担当課長
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